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災害時の救援活動 立教１８１年SAIGAIKYUEN HINOKISINTAI
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今
シ
ー
ズ
ン
の
降
雪
量
は
札
幌
圏
で
は
当
初
少
な
め
で

あ
っ
た
が
、
こ
の
と
こ
ろ
の
寒
波
で
ほ
ぼ
平
年
並
み
と
な

っ
て
き
た
。
ま
た
、
今
年
は
稚
内
や
枝
幸
、
初
山
別
、
北

見
、
更
に
は
新
篠
津
、
石
狩
北
部
等
も
軒
並
み
平
年
を
上

回
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
。
更
に
は
苫
小
牧
、
八
雲
、

森
、
函
館
等
は
特
に
大
雪
と
な
っ
て
お
り
生
活
に
も
支
障

を
き
た
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
豪
雪
地
域
の
支
部
隊

で
は
長
年
に
わ
た
っ
て
行
っ
て
き
た
、
冬
季
訓
練
を
各
所

で
実
施
し
た
。

南
空
知
支
部
隊

南
空
知
支
部
隊
（
寺
澤
信
彦
隊
長
）
で
は
１
月

日
、

29

30

日
の
両
日
、
三
笠
市
で
冬
季
訓
練
と
し
て
除
排
雪
を
実
施

し
た
。

日
幾
春
別
分
教
会
で
結
隊
式
を
行
っ
た
後
、
早

29

速
２
班
に
隊
員
が
分
か
れ
て
市
内
の
独
居
老
人
宅
や
障
害

者
宅
で
軒
下
に
た
ま
っ
た
雪
の
除
排
雪
を
行
っ
た
。
こ
の

日
は
６
軒
の
作
業
を
完
了
し
、
雪
で
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
窓

は
明
る
い
陽
が
差
し
込
ん
だ
。
夕
刻
に
は
宿
泊
場
所
で
あ

る
夕
張
大
教
会
へ
移
動
し
、
団
ら
ん
の
ひ
と
時
を
過
ご
し

一
日
の
疲
れ
を
癒
し
た
。
翌

日
、
再
び
現
場
の
三
笠
市

30

三笠市施設での除排雪作業。腰まで埋まります。

へ
と
出
向
き
作
業
を
行
っ
た
。
同
支
部
隊
の
活

動
は
三
笠
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
要
請
を

請
け
て
の
活
動
で
、
約

年
間
続
け
ら
れ
て
い

20

る
。
市
社
協
の
上
田
直
樹
事
務
局
長
も
初
年
か

ら
こ
の
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
が
、
上
田
氏
曰

く
「
市
社
協
で
は
高
齢
者
等
へ
、
ぬ
く
も
り
除

雪
を
実
施
し
て
い
る
が
、
天
理
教
さ
ん
は
い
つ

も
平
気
で
屋
根
へ
登
っ
た
り
、
馬
力
と
機
動
力

宣

誓

我
々
は
天
理
教
災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん

隊
員
で
あ
り
ま
す
。
一
列
兄
弟
の
自
覚
に

立
ち
、
真
実
を
も
っ
て
救
援
活
動
に
あ
た

り
ま
す
。

冬

季

訓

練

上田事務局長（左）と寺澤隊長。

の
あ
る
作
業
に
い
つ
も
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
」
と
、
こ

う
し
た
活
動
に
参
加
し
て
い
る
民
間
企
業
や
学
生
さ
ん

達
と
の
違
い
を
語
っ
て
く
れ
た
。
同
じ
く

年
間
市
社

17

協
の
担
当
者
と
し
て
携
わ
っ
て
き
た
成
田
氏
は
「
三
笠

市
以
外
の
市
町
村
か
ら
も
作
業
に
来
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

ま
た
、
参
加
者
の
一
人
で
あ
る
黒
沼
善
志

北
歳
分

よ
し
ゆ
き

教
会
長
は
「
こ
う
し
た
活
動
を
機
に
、
自
身
の
え
り
を

正
す
こ
と
が
出
来
た
ら
」
と
参
加
に
あ
た
っ
て
の
思
い

を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
。
前
日
同
様
二
班
に
分
か
れ
て
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３
班
に
分
か
れ
て
除
排
雪
を
行
っ
た
。
月
形
町
で
は
こ

の
日
も
朝
に
掛
け
て

㎝
の
降
雪
が
あ
っ
て
、
町
内
の

20

各
所
で
は
災
救
隊
の
活
動
の
他
に
も
屋
根
の
雪
降
ろ
し

や
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
、
除
雪
機
が
稼
働
し
賑
や
か
な
こ

。

、

と
で
あ
っ
た

同
町
は
国
道

号
線
が
通
っ
て
い
る
が

275

市
街
地
の
両
脇
に
は
３
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
さ
に
積
ま

れ
た
雪
が
長
い
長
い
壁
を
作
っ
て
、
あ
る
意
味
別
の
雪

祭
り
状
態
で
、
正
に
豪
雪
の
町
と
な
っ
て
い
た
。

依
頼、

を
請
け
た
老
婦
人
が
一
人
で
暮
ら
し
て
い
る
住
宅
で
は

住
宅
の
老
朽
化
が
進
み
屋
根
の
雪
も
落
ち
る
こ
と
な
く

溜
ま
り
に
溜
ま
っ
て
２
メ
ー
ト
ル
近
く
も
積
も
り
、
１

階
の
窓
は
完
全
に
ふ
さ
が
っ
て
い
た
。
そ
こ
へ
隊
員
達

が
駆
け
つ
け
、
手
際
よ
く
ス
コ
ッ
プ
で
通
路
を
作
り
除

雪
機
が
通
れ
る
よ
う
に
し
、
屋
根
と
つ
な
が
っ
た
部
分

の
雪
を
く
ず
し
て
は
機
械
で
飛
ば
し
、
く
ず
し
て
は
飛 坂本前支部隊長。経験と技術を活かし屋根へ。

の
作
業
で
あ
っ
た
が
、
最
後
は
心
身
障
害
者
支
援
施
設

「
な
な
か
ま
ど
共
同
作
業
所
」
に
全
員
が
集
結
し
、
腰

の
深
さ
ま
で
ぬ
か
る
雪
を
掻
き
分
け
て
除
雪
作
業
を
行

っ
た
。
そ
の
後
夕
張
大
教
会
へ
戻
り
、
婦
人
会
が
用
意

し
た
昼
食
を
い
た
だ
き
解
隊
し
た
。
ま
た
、
午
後
か
ら

は
有
志
に
よ
っ
て
支
部
内
教
会
の
除
排
雪
を
行
っ
た
。

（

）

参
加
者
は
南
空
知
支
部
長
を
は
じ
め
隊
員

名

の
べ

34

婦
人
会

名
が
参
加
し
、
２
日
間
で
住
宅

軒
、
施
設

14

10

、

。

１
棟

教
会
１
棟
の
除
排
雪
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
た

空
知
支
部
隊

豪
雪
地
域
を
多
く
抱
え
る
空
知
支
部
隊
（
高
坂

正
道
隊
長
）
で
も
冬
季
訓
練
を
１
月

日
、
月
形

30

町
、

日
、
美
唄
市
で
実
施
し
た
。
支
部
隊
で
は

31

こ
う
し
た
訓
練
を
昭
和

年
か
ら
行
い
、
雪
の
少

60

。

な
い
年
を
除
い
て
今
年
で

回
目
の
実
施
と
な
る

31

結
隊
式
は
月
形
町
に
あ
る
樺
戸
分
教
会
で
行
わ

れ
、
支
部
隊
長
、
永
関
正
元
副
支
部
長
、
福
井
正

憲
月
形
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
よ
り
あ
い
さ
つ

を
い
た
だ
い
た
。
引
き
続
き
担
当
者
よ
り
の
説
明

の
後
、
早
速
町
内
の
独
居
老
人
宅
な
ど
へ
出
発
し

た
。
ス
コ
ッ
プ
、
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
、
脚
立
、
は
し

ご
、
更
に
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
除
雪
機
を
積
ん
で
、

成田氏（左端）高橋支部長（右端）。住人の方より感謝の気持ちを

。 。襟を正す機会にと 黒沼会長除雪機を持ち込んで。菅井会長。

屋根まで繋がった雪を大型除雪機で飛ばす。
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２メートルを超す雪山を除雪機でまくり上げる。

ま
た
、
別
班
で
は
屋
根
の
雪
が
地
面
に
溜
ま
っ
た
雪
と

完
全
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
っ
て
、
飽
和
状
態
と
な
っ
て

い
る
屋
根
と
の
境
目
を
、
屋
根
の
上
か
ら
順
番
に
雪
を

落
と
す
作
業
を
行
っ
た
。
こ
こ
で
は
父
で
あ
る
会
長
と

と
共
に
少
年
会
時
代
よ
り
参
加
し
て
く
れ
て
い
た
、
結

実
分
教
会
の
高
橋
宜
大
隊
員
は
、
一
昨
年
の
南
富
良
野

よ
し
ひ
ろ

町
で
の
災
害
出
動
に
参
加
し
た
こ
と
で

「
少
し
で
も

、

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
の
力
に
な
っ
た
ら
」
と
い
う
気
持

ち
が
思
い
起
こ
さ
れ
、
改
め
て
災
救
隊
の
活
動
の
意
議

を
思
い
感
じ
て
参
加
し
て
い
る
と
話
し
て
く
れ
た
。

月
形
町
で
は
住
宅
８
軒
の
除
排
雪
を
完
了
し
た
。

二
日
目
は
美
唄
市
に
現
場
を
移
動
し
、
市
社
協
よ
り

要
請
の
あ
っ
た
独
居
老
人
住
宅
３
軒
の
除
排
雪
を
行
っ

た
。
こ
の
日
は
午
前
で
作
業
を
終
え
解
隊
し
、
午
後
か

ら
は
有
志
で
会
場
教
会
の
屋
根
の
雪
降
ろ
し
を
行
っ

た
。
長
年
に
亘
る
教
友
同
士
の
繋
が
り
の
強
さ
が
、
多

く
の
お
た
す
け
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。

二
日
間
の
参
加
者
は
隊
員

名
、
婦
人
会

名
、
少

35

26

年
会
３
名
の
計

名

（
の
べ
）

。

64

ば
し
て
を
く
り
返
し
、
瞬
く
間
に
溜
ま
っ
た
雪
を

排
雪
し
終
え
た
。
参
加
の
一
人
、
真
鍋
顕
成
支
部

あ
き
な
り

副
隊
長
は
結
隊
式
で
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
「
自
分

達
も
大
変
な
中
に
あ
っ
て
、
こ
う
し
て
参
加
さ
せ

て
も
ら
う
事
に
大
き
な
意
味
、
意
議
が
あ
る
」
と

い
う
永
関
副
支
部
長
の
あ
い
さ
つ
を
聞
き
、
改
め

て
活
動
の
意
議
を
実
感
し
、
参
加
の
喜
び
を
語
っ

て
く
れ
た
。

除雪機での作業を見守る下村会長と真鍋支部副隊長（右 。）

少年会時代より参加している高橋隊員。活動の重要性を感じて。
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Ａ班、中村富良野支部隊長が旗手。

支
部
隊
長
会
議

報
告

昨
年

月
１
日
教
務
支
庁
に
於
い
て
支
部
隊
長
会

11

議
を
開
催
し
た
。
会
議
に
先
駆
け
て
教
務
支
庁
よ
り

南
北
２
班
に
分
か
れ
て
神
名
流
し
を
実
施
し
た
。
会

議
冒
頭
、
教
区
奥
村
隊
長
か
ら
、
北
海
道
振
興
局
、

同
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
っ
て
い
る
、
災
害
に
備
え

て
の
連
携
会
議
（
※
）
に
参
加
し
協
力
し
て
い
る
こ

と
、
何
よ
り
も
災
害
が
起
き
な
い
よ
う
積
極
的
に
地

域
ひ
の
き
し
ん
活
動
に
励
も
う
と
、
あ
い
さ
つ
が
あ

っ
た
。
会
議
の
内
容
と
し
て
、
平
成

年
の
平
時
訓

30

練
を
三
笠
市
で
と
こ
の
日
発
表
さ
れ
た

（
後
日
市

。

の
都
合
に
よ
り
、
洞
爺
湖
町
で
の
開
催
と
変
更
さ
れ

た

）
ま
た
、
布
教
部
、
青
年
会
と
の
布
教
活
動
協

。
力
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
手
渡
さ
れ
、
提
出
を

求
め
た
。
後
日
、
担
当
者
で
精
査
し
、
今
後
の
活
動

に
役
立
て
た
い
と
し
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
未
提
出

支
部
は
２
月
２
日
迄
、
庶
務
宛
に
送
付
の
こ
と
。

重
要
議
案
と
し
て
、
各
支
部
で
災
害
対
策
委
員
会

未
設
置
支
部
は
早
急
に
設
置
す
る
よ
う
促
し
た
。
会

議
後
半
は
名
刺
交
換
や
あ
い
さ
つ
の
マ
ナ
ー
を
確
認

し
、
行
政
な
ど
へ
の
訪
問
に
向
け
て
の
演
習
を
行
っ

た
。災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
携
会
議
に
つ
い
て

※昨
年
秋
よ
り
全
道
を

箇
所
に
分
割
さ
れ
た
振
興
局

14

管
内
の
市
町
村
で
、
関
係
団
体
が
活
動
紹
介
や
連
携

方
法
を
協
議
し
有
事
に
備
え
る
。
こ
う
し
た
席
に
各

地
区
災
救
隊
長
が
出
向
い
て
る
。
今
後
も
教
区
ス
タ

ッ
フ
や
支
部
隊
長
の
日
程
が
調
整
で
き
れ
ば
会
議
へ

の
出
席
（
年
一
回
）
を
依
頼
し
た
い
。
こ
れ
ま
で
渡

島
、
網
走
、
石
狩
、
留
萌
、
空
知
、
宗
谷
、
後
志
、

上
川
の
各
振
興
局
開
催
の
会
議
へ
出
席
し
た
。
以
上

Ｂ班、野村余市支部隊長が旗手を務めた。

今後の予定
冬季訓練 （いずれも除排雪）

２／４ 富良野支部 上富良野町にて
２／１９ 小樽支部 小樽市にて
２／１９～２０ 天龍支部 深川市にて

詳細は支部へお問い合わせを

立教１８１年 平時訓練
６月２９日～７月１日 於：洞爺湖町


